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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年6月22日(2017.6.22)

【公開番号】特開2015-228537(P2015-228537A)
【公開日】平成27年12月17日(2015.12.17)
【年通号数】公開・登録公報2015-079
【出願番号】特願2014-100395(P2014-100395)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/225    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ    5/225    　　　Ｂ
   Ｇ０３Ｂ   17/18     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成29年5月12日(2017.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体と、
　前記本体に対して、表示面が背面側に向く第１の状態と前記表示面が前面側に向く第２
の状態とに回動可能な表示部と、
　前記第１の状態において、表示面の中央部に表示された直線の傾きの大きさで前記本体
の傾きの大きさを認識可能にした電子水準器を前記表示部に表示すると共に、前記電子水
準器よりも前記表示面の外周に近い位置にアイコンを表示し、前記表示部が前記第１の状
態から前記第２の状態へと変化した場合には、前記電子水準器を前記直線の中心点が変わ
らない態様で反転表示させると共に、前記アイコンを上下左右方向に反転表示させる表示
制御部と
　を備えた撮像装置。
【請求項２】
　前記アイコンは、撮影モードを示すモードアイコンを含む
　請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記本体は、所定の操作部を有し、
　前記表示制御部は、前記モードアイコンを、前記表示面において前記所定の操作部に対
して反対側の位置に表示させる
　請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記本体は、撮影時に横向きの姿勢位置と縦向きの姿勢位置とに選択可能である
　請求項１ないし３のいずれか１つに記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記本体は、前記第１の状態と前記第２の状態とで、割り当てられる機能が変化する操
作部を有する
　請求項１に記載の撮像装置。
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【請求項６】
　前記表示制御部は、前記アイコンを、前記電子水準器に対して少なくとも上側に表示さ
せる
　請求項１ないし５のいずれか１つに記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記表示制御部は、前記電子水準器を前記アイコンよりも大きく表示させる
　請求項１ないし６のいずれか１つに記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記電子水準器は、前記直線と、前記直線の両端部に表示された円弧状の部分とを含む
　請求項１ないし７のいずれか１つに記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記表示部に表示する所定の撮影情報の表示内容を指示する操作部をさらに備え、
　前記表示制御部は、前記所定の撮影情報の表示内容を前記操作部の指示に応じて変化さ
せると共に、前記第１の状態と前記第２の状態とで、前記操作部による指示状態と前記表
示内容との対応関係を変化させる
　請求項１に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記操作部として、前記表示内容を操作方向によって選択可能な方向選択部を有し、
　前記表示制御部は、前記表示内容を前記操作方向に応じて変化させると共に、前記第１
の状態と前記第２の状態とで、前記操作方向と前記表示内容との対応関係を変化させる
　請求項９記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記方向選択部は、右回りおよび左回りに操作方向を変化させることが可能なリング状
操作部である
　請求項１０に記載の撮像装置。
【請求項１２】
　前記操作部として、前記表示内容をボタン位置によって選択可能な複数の操作ボタンを
有し、
　前記表示制御部は、前記表示内容を前記複数の操作ボタンの操作に応じて変化させると
共に、前記第１の状態と前記第２の状態とで、前記複数の操作ボタンと前記表示内容との
対応関係を変化させる
　請求項９に記載の撮像装置。
【請求項１３】
　前記表示制御部は、前記第１の状態において、さらに、前記表示面に被写体のライブビ
ュー画像を表示させると共に、前記表示部が前記第１の状態から前記第２の状態へと変化
した場合には、前記ライブビュー画像を上下左右方向に反転表示させる
　請求項１に記載の撮像装置。
【請求項１４】
　ビューファインダー、をさらに備える
　請求項１ないし１３のいずれか１つに記載の撮像装置。
【請求項１５】
　前記本体は、ビューファインダー操作部を有する
　請求項１４に記載の撮像装置。
【請求項１６】
　前記ビューファインダーは、前記本体内に収納されると共に、使用時に前記本体の上方
に突出するようになされ、
　前記表示制御部は、前記表示部が前記第２の状態である場合に、前記ビューファインダ
ーの収納状態に応じて、前記表示部の表示状態を変化させる
　請求項１４または１５に記載の撮像装置。
【請求項１７】
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　前記表示制御部は、前記表示部が前記第２の状態にあり、かつ、前記ビューファインダ
ーが前記本体の上方に突出している状態では、前記前面側から見て前記ビューファインダ
ーと前記表示部とが重なる部分以外の領域を表示エリアにする
　請求項１６に記載の撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本開示による撮像装置は、本体と、本体に対して、表示面が背面側に向く第１の状態と
表示面が前面側に向く第２の状態とに回動可能な表示部と、第１の状態において、表示面
の中央部に表示された直線の傾きの大きさで本体の傾きの大きさを認識可能にした電子水
準器を表示部に表示すると共に、電子水準器よりも表示面の外周に近い位置にアイコンを
表示し、表示部が第１の状態から第２の状態へと変化した場合には、電子水準器を直線の
中心点が変わらない態様で反転表示させると共に、アイコンを上下左右方向に反転表示さ
せる表示制御部とを備えたものである。
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